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①与謝小学校児童による合唱

②江陽中学校３年生による大合唱

③加悦・江陽・橋立中学校合同吹

奏楽部による演奏

④桑飼小学校児童による発表

⑤加悦小学校児童による発表

⑥岩滝小学校児童による演奏

⑦市場小学校児童による演奏

①エンゼルハーモニーによ

る合唱　②加悦・江陽・橋

立中学校合同の吹奏楽部に

よる演奏　③井上英里奈さ

んによる発表　④民舞　⑤

野田川同好会によるマジッ

ク　⑥展示発表に出展され

た作品　⑦会場の皆さんで

ふるさとの大合唱　⑧琴集

会よさのによる演奏

３
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音楽フェスティバル
　
11
月
５
日
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
音

楽
の
祭
典
「
与
謝
野
町
小
・
中
学
校
音

楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
野
田
川
わ
ー

く
ぱ
る
で
開
催
さ
れ
、
町
内
小
中
学
生

た
ち
が
こ
の
日
の
た
め
に
練
習
し
て
き

た
合
唱
や
合
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
「
与
謝
野
町
歌
」
の
合
唱
で
幕
が
開

け
る
と
、
桑
飼
、
市
場
、
与
謝
、
岩

滝
、
加
悦
の
順
で
、
各
小
学
校
の
児
童

が
発
表
。
そ
し
て
、
江
陽
中
３
年
の
合

唱
、
加
悦
中
・
江
陽
中
・
橋
立
中
の
合

同
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に

は
３
中
学
校
が
合
同
演
奏
す
る
「
ふ
る

さ
と
」
に
あ
わ
せ
み
ん
な
で
合
唱
し
、

会
場
全
体
に
演
奏
と
歌
声
が
響
き
渡
り

ま
し
た
。

１

３

与謝野町文化祭
与
謝
野
町
の「
文
化
の
秋
」

を
彩
る
２
つ
の
イ
ベ
ン

ト
、「
与
謝
野
町
文
化
祭
」と「
与

謝
野
町
小
・
中
学
校
音
楽
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
今
年
も
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
２
日
と
３
日
に
は
、
文

化
・
芸
術
の
祭
典
「
与
謝
野
町

文
化
祭
」
を
開
催
。
２
日
間
に

わ
た
り
、
野
田
川
体
育
館
で
は

展
示
発
表
が
行
わ
れ
、
盆
栽
や

絵
画
、
書
道
な
ど
団
体
や
町
民

の
作
品
が
多
数
出
展
さ
れ
、
多

く
の
来
場
者
が
鑑
賞
に
訪
れ
ま

し
た
。
３
日
に
は
ス
テ
ー
ジ
発

表
が
野
田
川
わ
ー
く
ぱ
る
で
行

わ
れ
、
コ
ー
ラ
ス
や
民
舞
、
大

正
琴
、詩
吟
、フ
ラ
ダ
ン
ス
、オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
演
奏
な
ど
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

１

２

３

４

５６

７

８

●写真特集　文化の秋



②
幼
稚
園
等
か
ら
入
園
の
内

　
定
を
受
け
ま
す
。

⑤
幼
稚
園
等
と
契
約
し
ま

　
す
。

■
保
育
所
等
で
の
保
育
を

　
利
用
希
望
の
場
合

③
保
育
所
等
の
利
用
希
望

　
の
申
し
込
み
を
し
ま
す
。

④
申
請
者
の
希
望
、
保
育
所
等

　
の
状
況
な
ど
に
よ
り
、
与
謝

　
野
町
が
利
用
調
整
を
し
ま
す
。

⑤
利
用
先
の
決
定
後
、
契

　
約
と
な
り
ま
す
。

②
与
謝
野
町
か
ら
認
定
証
が

　
交
付
さ
れ
ま
す
。

①
与
謝
野
町
に
「
保
育
の
必

　
要
性
」
の
認
定
を
申
請
し

　
ま
す
。
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●
子
育
て
支
援
の
場
が
用
意
さ
れ
て
い
て
、

　
園
に
通
っ
て
い
な
い
子
ど
も
の
ご
家
庭　

　
も
、
子
育
て
相
談
や
親
子
の
交
流
の
場
な

　
ど
に
参
加
で
き
ま
す
。

■
地
域
型
保
育
（
０
～
２
歳
）

　
幼
稚
園
・
保
育
所
等
の
施
設(

20
人
以
上)

よ
り
少
人
数
の
単
位
で
、
０
～
２
歳
の
子
ど

も
を
預
か
る
事
業
。

地
域
の
子
育
て
支
援

　

新
制
度
は
、
共
働
き
家
庭
だ
け
で
な
く
、

す
べ
て
の
子
育
て
家
庭
を
支
援
す
る
仕
組
み

で
す
。

　
ご
家
庭
で
子
育
て
を
す
る
保
護
者
も
利
用

で
き
る
「
一
時
預
か
り
」
や
、
身
近
な
と
こ

ろ
で
子
育
て
相
談
な
ど
が
受
け
ら
れ
る
「
地

域
子
育
て
支
援
拠
点
」、
保
護
者
が
昼
間
家

庭
に
い
な
い
小
学
生
の
通
う
「
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
」
な
ど
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
子
育

て
支
援
を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

認
定

　
幼
稚
園
、
保
育
所
（
園
）
を
利
用
す
る
に

あ
た
っ
て
は
、
教
育
・
保
育
の
必
要
性
に
応

じ
た
支
給
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

認
定
に
は
３
つ
の
認
定
区
分
が
あ
り
ま

す
。
３
つ
の
認
定
区
分
に
応
じ
て
、幼
稚
園・

保
育
所
（
園
）
な
ど
の
利
用
施
設
が
決
ま
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

新
制
度
で
の

教
育
・
保
育
の
場

　

新
制
度
で
は
、
幼
稚
園
・
保
育
所
（
園
）

に
加
え
て
「
認
定
こ
ど
も
園
」
の
普
及
と
少

人
数
の
子
ど
も
を
保
育
す
る「
地
域
型
保
育
」

が
創
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
当
町

に
お
い
て
は
、
現
在
、
認
定
こ
ど
も
園
・
地

域
型
保
育
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

■
幼
稚
園
（
３
～
５
歳
）

　
小
学
校
以
降
の
教
育
の
基
礎
を
つ
く
る
た

め
の
幼
児
期
の
教
育
を
行
う
学
校

利
用
で
き
る
保
護
者

　
制
限
な
し

■
保
育
所
（
０
～
５
歳
）

　
就
労
な
ど
の
た
め
家
庭
で
保
育
の
で
き
な

い
保
護
者
に
代
わ
っ
て
保
育
す
る
施
設

利
用
で
き
る
保
護
者

　
共
働
き
世
帯
な
ど
、
家
庭
で
保
育
の
で
き

な
い
保
護
者

■
認
定
こ
ど
も
園
（
０
～
５
歳
）

　
教
育
と
保
育
を
一
体
的
に
行
う
施
設

　

幼
稚
園
と
保
育
所
の
機
能
や
特
長
を
あ

わ
せ
持
ち
、
地
域
の
子
育
て
支
援
も
行
う
施

設
で
す
。

●
保
護
者
の
働
い
て
い
る
状
況
に
関
わ
り

　

な
く
、
３
～
５
歳
の
ど
の
お
子
さ
ん
も
、

　
教
育
・
保
育
を
一
緒
に
受
け
ま
す
。

●
保
護
者
が
働
か
な
く
な
っ
た
な
ど
、
就
労

　
状
況
が
変
わ
っ
た
場
合
も
、
通
い
慣
れ
た

　
園
を
継
続
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　平成 24 年 8 月に「子ども・子育て支援法」という法律が施行され、「子ども・子
育て支援新制度」が平成 27 年 4 月から始まります。 
　この新しい制度がスタートすることによって、幼稚園や保育所（園）を利用する際
の手続きが変わります。

平成 27 年 4 月から
「子ども・子育て支援新制度」が
スタートします

認定区分 年齢等 給付の内容 利用できる施設

１号認定
教育標準時間認定

お子さんが満３歳以上で、
教育を希望する場合

教育標準時間※
幼稚園

認定こども園※

２号認定
保育認定

お子さんが満３歳以上で
「保育の必要な事由」に該当し、保

育所等での保育を希望する場合

保育短時間※
保育標準時間※

保育所（園）
認定こども園※

３号認定
保育認定

お子さんが満３歳未満で「保育の必
要な事由」に該当し、保育所等での

保育を希望する場合

保育短時間
保育標準時間

保育所（園）
認定こども園※
地域型保育※

※平成 27 年度においては、 認定
　こども園・地域型保育の実施予
　定はありません。
※教育標準時間：4 時間を標準と
　します。
　保育短時間：最長 8 時間　　
　保育標準時間：最長 11 時間
※ 教育標準時間外（午後 2 時　
　以降）の利用については、一時
　預かり事業（預かり保育）等の
　対象となります。（一時預かり
　事業は三河内幼稚園のみ実施予
　定）

教
育
・
保
育
の

利
用
手
続
き
の
流
れ

■
幼
稚
園
を
利
用
希
望
の
場
合

■保育料について
　幼稚園、保育所（園）の保育料は、国が示した保育料を上限として町が定めることになりますが、現在検討中です。
決まりしだい広報等でお知らせします。
■その他
　新制度に移行しない私立幼稚園等をご利用される場合は、認定申請をしていただく必要はありません。
入所（園）手続き・保育料等については、その施設にご確認ください。

③
幼
稚
園
等
を
通
じ
て
利

　
用
の
た
め
の
認
定
を
申
請

　
し
ま
す
。

④
幼
稚
園
等
を
通
じ
て
与

　
謝
野
町
か
ら
認
定
証
が
交

　
付
さ
れ
ま
す
。

①
幼
稚
園
等
に
直
接
利
用

　
申
し
込
み
を
し
ま
す
。

※保育所等の場合、「①保育の必要性の認定申請」と「③利用希望申し込み」が同時にできます。

「「子ども・子育て支援新制度」がスタートします



寒さが感じられる季節となりました。
これからますます暖房器具を使用する機会が増えてきます。暖房器具からの出火を防ぎ安全に乗り切るため、
以下の点に注意して火事を未然に防ぎましょう！！

　
咳
や
く
し
ゃ
み
、
大
笑
い
を
し
た
時
や
重
い

荷
物
を
持
っ
た
時
な
ど
に
経
験
す
る
「
尿
も

れ
」。
気
に
な
っ
て
憂
う
つ
に
な
っ
た
り
、
外

出
を
控
え
た
り
さ
れ
る
方
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、

女
性
で
は
40
歳
代
か
ら
経
験
す
る
こ
と
が
多
く
、

年
齢
が
上
が
れ
ば
男
女
関
係
な
く
ほ
と
ん
ど
の

方
が
経
験
す
る
症
状
で
す
。

　
■
尿
も
れ
は
ど
ん
な
と
き
に
？

①
く
し
ゃ
み
や
咳
、
大
笑
い
し
た
時
や
重
い
荷  

　
物
を
持
っ
た
時
。

②
坂
道
や
階
段
を
降
り
る
時
。

③
突
然
排
尿
し
た
く
な
り
、
我
慢
が
で
き
な
く

　
な
っ
て
ト
イ
レ
に
間
に
合
わ
ず
も
れ
る
。

④
男
性
の
場
合
で
は
排
尿
後
歩
き
出
し
て
か

　
ら
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
だ
け
も
れ
る
。

■
「
尿
も
れ
」は
ど
う
し
て
お
こ
る
の
？

３
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す

❶
腹
圧
性
…
膀
胱
や
子
宮
を
支
え
て
い
る
骨

盤
底
筋
群
が
緩
ん
だ
結
果
で
、
腹
部
に
力
が

加
わ
る
と
も
れ
て
し
ま
う
状
況
。

第
1
段
階
…
時
々
、
ひ
ど
い
咳
込
み
な
ど
の

際
に
、
は
ず
み
で
も
れ
る
状
態
。

第
２
段
階
…
毎
日
少
量
も
れ
る
こ
と
が
あ

る
、
も
し
く
は
毎
日
で
は
な
い
が
下
着
を
取

り
替
え
る
ほ
ど
の
量
が
出
る
。

第
3
段
階
…
毎
日
も
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
下

着
の
取
り
替
え
が
必
要
。

第
４
段
階
…
失
禁
パ
ッ
ド
や
オ
ム
ツ
が
常

時
必
要
。

❷
切
迫
性
…
尿
意
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て　

平成 26 年度全国統一防火標語 「もういいかい 火を消すまでは まあだだよ」

がんばってます！消防団 編集 ● 野田川方面隊

　寒さ到来ご注意！

　　　　　　　　暖房器具の取り扱い

●カーテンなど燃えやすい物から離れた場
　所で使用しましょう。
●ストーブの上方に洗濯物を干さないよう
　にしましょう。

● 給油時は必ず消火し、火が消えたことを
　確かめてから給油しましょう。
●給油後は燃料タンクの蓋をしっかり締め
　ましょう。

●就寝時や外出時は必ず消火を確認しま　
　しょう。

●ヒーター部分に座布団や洗濯物などが触
　れないようにしましょう。

●就寝時や外出時は、コンセントから抜い
　ておきましょう。

●電気コードの折れ曲がりや、電気コード
　の上に家具等の重いものを置かないよう
　にしましょう。

ストーブ 電気コタツ
注意１

健やか広場　　尿もれ「尿失禁」について

い
る
脳
の
指
令
が
う
ま
く
働
か
ず
に
膀
胱

が
勝
手
に
収
縮
。
中
で
も
過
活
動
膀
胱
は
膀

胱
が
暴
走
し
た
よ
う
な
状
態
で
、
急
に
尿
意

を
感
じ
我
慢
が
で
き
ま
せ
ん
。
尿
に
少
し
で

も
尿
が
た
ま
る
と
我
慢
で
き
な
い
た
め
、
頻

回
に
ト
イ
レ
に
行
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
男

女
差
は
あ
り
ま
せ
ん
。

❸
混
合
性
…
腹
圧
性
と
切
迫
性
の
混
合
タ
イ

プ
で
す
。

■
原
因
は
？

●
女
性
の
場
合
は
妊
娠
、
出
産
の
経
験
。
男
性

の
場
合
は
前
立
腺
肥
大
症
が
原
因
と
な
る
こ

と
が
多
い
。

●
肥
満　
お
腹
の
脂
肪
が
骨
盤
底
筋
を
圧
迫
す

る
た
め
。

●
便
秘　
排
便
時
に
い
き
む
こ
と
が
続
く
と
骨

盤
底
筋
に
負
担
が
か
か
る
た
め
。

●
加
齢　
尿
道
を
締
め
る
筋
肉
が
衰
え
る
た
め
。

●
水
分
の
取
り
す
ぎ　

通
常
の
生
活
で
毎
日

２
０
０
０
ml
以
上
摂
取

●
そ
の
他　
内
服
薬
の
影
響
、
神
経
因
性
、
喫

煙
者
は
尿
失
禁
者
の
割
合
が
高
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

■
改
善
に
は

①
適
正
体
重
を
維
持
し
、
便
秘
を
改
善

②
適
正
な
水
分
摂
取

③
身
体
を
冷
や
さ
ず
、
清
潔
に

④
禁
煙

⑤
腹
圧
性
の
場
合
は
『
骨
盤
底
筋
体
操
』
が　

　
有
効

広告 広告

水
仙
句
会

初
雪
も
吹
雪
で
あ
り
し

　
　
　
　
　
　
　
鬼
の
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
輝
子

【
開
催
日
】

毎
月　
第
２
火
曜
日

午
後
７
時
30
分
～
10
時

【
場　
所
】

加
悦
地
域
公
民
館

【
講　
師
】

天
野
逸
風
子

【
連
絡
先
】

川
嶋
輝
子　

☎
４
２・７
５
０
６

天
塚
み
や
づ
句
会

寝
た
き
り
の

　
髪
切
り
揃
ふ
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
子

【
開
催
日
】

毎
月　
第
３
水
曜
日

午
後
１
時
30
分
～
４
時

【
場　
所
】

下
山
田　
上
山
さ
ん
宅

【
講　
師
】

矢
野
ゆ
き
ゑ

【
連
絡
先
】

糸
井
和
子　

☎
４
２・４
９
８
４

■
治
療
は

①
症
状
が
続
く
と
き
は
泌
尿
器
科
を
受
診
し

　
ま
し
ょ
う
。

②
尿
漏
れ
パ
ッ
ド
な
ど
が
多
く
市
販
さ
れ
て

　
い
ま
す
。
有
効
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

③
腹
圧
性
の
場
合
は
『
骨
盤
底
筋
体
操
』
で
改

　
善
が
望
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
『
骨
盤
底
筋
体
操
』

　
最
初
は
あ
お
む
け
で
、
慣
れ
て
き
た
ら
椅
子

に
座
っ
た
り
、
立
っ
た
ま
ま
で
実
施
。

①
肛
門
周
囲
の
筋
肉
を
短
く
「
ぎ
ゅ
っ
」
と

し
め
る(

排
尿
を
我
慢
す
る
と
き
の
よ
う
な
感

じ)

。
２
～
３
秒
締
め
て
、
そ
の
後
緩
め
る
動

作
を
５
回
く
ら
い
繰
り
返
す
。

　

長
く
「
ぎ
ゅ
～
っ
」
と
締
め
る(

お
な
ら
を

我
慢
す
る
と
き
の

よ
う
な
感
じ)

肛

門
を
６
～
８
秒
締

め
た
後
、
10
秒
か

け
て
ゆ
っ
く
り
緩

め
る
動
作
を
５
～

10
回
位
。

　
第
１
段
階
～
第

２
段
階
の
腹
圧
性

尿
失
禁
に
有
効
で

す
。

　
毎
日
続
け
る
こ

と
で
２
～
３
ヵ
月

位
で
効
果
が
で
ま

す
。

腹式呼吸と骨盤底筋群の体操あおむけ体操

注意 2

注意 3

注意１

注意 2

注意 3

夜
間
延
長
窓
口
の

お
知
ら
せ

　
週
３
回（
各
庁
舎
１
回
）

次
の
業
務
に
限
り
、
午
後

７
時
ま
で
夜
間
延
長
窓
口

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

開
設
曜
日

（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

■
月
曜
日　

　
野
田
川
庁
舎

　
住
民
環
境
課

■
水
曜
日　

　
本
庁
舎

　
岩
滝
地
域
振
興
課

■
金
曜
日　

　
加
悦
庁
舎

　
加
悦
地
域
振
興
課

夜
間
延
長
窓
口

業
務
の
内
容

●
出
生
、
死
亡
、
婚
姻
、

　
離
婚
、
転
入
、
転
出
、

　
転
居
の
届
け
出

●
戸
籍
、
住
民
票
の
写

　

し
、
印
鑑
証
明
、　　

　
身
分
証
明
等
の
交
付

●
印
鑑
登
録

※
窓
口
で
は
本
人
確
認

　
を
し
て
い
ま
す
。
身
分

　
証
明
書
を
ご
持
参
く
だ

　
さ
い
。　
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１２

①息を吸いながらお腹を大きく
　膨らませます
②息を吐きながら、おしっこを
　止めるように力を入れます。
※肛門をきつく閉めるように力
　を入れます。

●ポイント　息を吸うときに肩をあ
げないように、また、お腹をへこま
せないようにしましょう。



思いを伝えるはがきを
贈りませんか

   最近は、メールで済ますなど、出さない人も増えているという年賀状で
すが、年始のあいさつや日ごろの感謝を伝える機会として欠かせないとい
う方も多いと思います。年賀状に加え、クリスマスやプレゼントに添える
カードを書く時にお役立ちの本を紹介します。

A L T リレーコラム  ［ 第 43 回  クリスマスの伝統  by マリア・ベレム・フローレス］  COLUMN　 図書館へ行こう！  BOOKS

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
●開館時間／午前 10 時～午後６時　　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

『おしゃれな和の年賀状　
 さらりと描けて、まごころ伝わる』 
鮎裕／日貿出版社　 
印刷が多い年賀状に、手書きのものがあれ
ばそれだけで目立ちます。少しハードルが
高そうですが、カラー写真で書き方をてい
ねいに紹介しています。心を込めた筆で思
いを伝えてみませんか。

『年賀状のちから　
 年賀状にまつわる 65 の
 ストーリー』
にっこう社／中川越・ＣＫパブリッシング　 
年賀状にまつわる人と人との絆を感じられ
る心温まるエピソードを収録。準備がおっ
くうに思える年賀状でも、その良さを再確
認できて年賀状が書きたくなる１冊です。

『楽しく手作り芋と木と
 消しゴムの年賀状』
小町谷新子・尾身伝吉／日貿出版社　  

芋、木、消しゴムと、素材は違えど「彫る」
ことで手作りする年賀状を紹介しています。
よく使われる花、風景、そして縁起物の実
寸下絵もあるので、気軽にチャレンジして
はいかがでしょう。

『書いて！折って！贈る！
 こどものおりがみ手紙』 
ブティック社

クリスマスのプレゼントと一緒にメッセー
ジを書いた紙をツリーやケーキの形に折っ
て贈れば、その可愛さに喜ばれること間違
いなし。お誕生日やちょっとしたお使いに
もお勧めです。

児童書

　 一般書 ●『知識ゼロからの史記
入門』渡辺精一／幻冬舎　●『子ど
も、保護者、教員で考えるインター

ネットトラブル防止ガイド』ＳＮＡ
　 スクールネットワークアドバイザー／ラ
ピュータ　●『すっきり、ていねいに暮らすこと』
渡辺有子／ＰＨＰ研究所　●『子どもの写真整理術』
Ｅｍｉ／ワニブックス　●『与謝野晶子童話の世界』
古沢夕起子／嵯峨野書院　●『キャロリング』有川
浩／幻冬舎『親鸞 完結篇 全 2 巻』五木寛之／講談
社　●『死に支度』瀬戸内寂聴／講談社　    
　　　　●『サラバ！　全 2 巻』西加奈子／小学館
●『また杏色の靴をはこう』城夏子／河出書房新社
●『プレゼントの木』いもとようこ／金の星社 
●『ばんそうこうぺったんこ！』礒みゆき／チャイ
ルド本社　●『もったいないばあさんのてんごくと
じごくのはなし』真珠まりこ／講談社

今月の
新着図書

図書館おはなし会　　
＜本　館＞　クリスマスおはなし会
　　　　　　12 月 21 日 ( 日 )　午後２時～　
＜加　悦＞　12 月 13 日 ( 土 )　午前 10 時 30 分～
＜野田川＞　クリスマスおはなし会　
　　　　　　12 月 20 日 ( 土 )　午後２時～

●図書館（加悦分室・野田川分室）の
　開室時間変更のお知らせ　

　与謝野町立図書館（加悦分室・野田川分室）について、図書貸
出業務に係る諸般の事情により、試行的に次のとおり閉室時間を
設けます。利用者の方々には、ご迷惑をおかけいたしますが、ご
理解をお願いします。
期　　間　平成 27 年２月２日（月）～３月 31 日（火）
閉室時間　平日開室日の午後１時～２時まで
※土曜日および日曜日、祝日については、従来どおり午前 10 時

から午後６時まで開室します。
※本館については、従来どおり開館します。

●年末年始にかけて開館日のお知らせ
年末年始休館期間　12 月 28 日（日）～１月４日（日）
年内開館最終日　12 月 27 日（土）
新年開館初日　野田川分室　１月５日（月）
　　　　　　　本館・加悦分室　１月６日（火）
※１月 12 日（祝）は本館・加悦分室は休館、野田川分室は開館

しています。
　祝日と休館日（本館・加悦分室は月曜日、野田川分室は火曜日）
が重なる場合は、休館日となりますのでご注意ください。休館日
と重ならない祝日は、通常どおり開館しています。

 私たち家族はメキシコ出身のため、アメ
リカとメキシコの伝統を混ぜたクリスマス
を行います。私たちは 11 月末に行われる
アメリカの伝統的な行事である「感謝祭」
の後でクリスマスツリーを飾ります。ツ
リーを飾りながら、スペイン語と英語のク
リスマス・ソングを歌います。
 クリスマス・シーズンは 12 月 12 日か

ら１月６日の間です。メキシコ人はほと
リスマス・ディナーの準備をします。
 クリスマス・シーズンの最終日である、１月６日の「３

人の王の日」も早く起きて「３人の王」からのプレゼント
を開封します。この日に貰うプレゼントは「クリスマス
デー」より小さいものであり、実用的なものを貰います。
朝食では、丸くて甘い「ロスカ」という菓子パンを食べます。
 クリスマスは私が最も好きな祝祭です。このシーズンに

は特別な伝統的行事があり、家族と幸せな時間を過ごすこ
とができます。
  皆さんも今年のクリスマスを楽しんでくださいね！

ア メリカでは、クリスマスは家族や友人と過ごす日
として広くお祝いされています。皆で集まり、家

族とその年の良い出来事についてお祝いします。また、各
家庭では世間で広く行われている伝統的な行事だけでなく、
その家庭独自のクリスマスの伝統があります。　
 今月は、私の家のクリスマス・シーズン（クリスマス期

間）の過ごし方について紹介したいと思います。

クリスマスツリーの前で母と
写真を撮りました

んどがカトリック教徒なので、12 月 12 日は教会に行き、
ミサ（礼拝）で今年の良い出来事について感謝します。
  12 月 12 日から 24 日までは「ポサダス」と呼ばれる

パーティがあります。「ポサダス」ではたくさんのメキシ
コの伝統的な食べ物を食べ、ゲームが行われます。12 月
25 日には大きなパーティがあり、家族と友人全員を集め
てお祝いをします。
 メキシコではクリスマスプレゼントを貰う日は２回あり

ます。12 月 25 日の「クリスマスデー」と１月６日の「３
人の王の日」です。「３人の王」とはイエスの誕生時にやっ

てきてこれを拝んだとされる人々のことです。
 クリスマスツリーを飾る日に、父、母、兄と私は、サン

タクロースにクリスマスのプレゼントをお願いする手紙を
書きます。そして、手紙は靴下に入れ、サンタクロースの
ためにクッキーを作ります。父と私は母と兄のプレゼント
を母と兄は父と私のプレゼントをそれぞれ用意します。
 12 月 24 日のクリスマス・イヴはレストランで食事を

とります。家に帰ってからは、サンタクロー
スがプレゼントを持って来たときのために
クッキーと牛乳を用意します。そして、家
族に気づかれないように、あらかじめ買っ
てきた綺麗に包装したプレゼントをクリス
マスツリーの下に置きます。
 クリスマス当日は朝早く起きてプレゼン

トを開封し、伝統的なメキシコの朝ごはん
を食べます。その後で、家族や友人とのク

時の贈り物 ［ 第 76 回　加悦奥川改修実測平面図］ 

間
、
工
事
費
６
２
６
０
円
を
大

正
15
年
度
に
繰
越
、
と
あ
り
、

ま
た
、
大
正
15
年
12
月
５
日
開

通
の
加
悦
鉄
道
の
路
線
工
事
と

も
相
ま
っ
て
、
野
田
川
合
流
点

か
ら
大
橋
ま
で
の
前
半
部
の
工

事
は
、
大
正
15
年
４
月
～
11
月

に
実
施
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
ま

す
。
そ
の
後
、
大
橋
か
ら
上
流

域
は
、
戦
後
昭
和
20
年
代
の
も

の
で
、
昭
和
27
年
ま
で
に
は
実

施
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

■
公
共
工
事
の
姿

 

こ
の
加
悦
奥
川
改
修
の
前
半

部
の
工
事
は
、
住
民
の
多
額
の

寄
付
で
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、

住
民
力
で
開
通
さ
れ
た
加
悦
鉄

道
と
良
く
似
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
大
規
模
補
助
金
制
度
以
前
の

行
政
の
姿
を
思
わ
せ
ま
す
。

　

  （
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
）

付 

け
替
え
ら
れ
た

加
悦
奥
川　

  

今
、
河
川
改
修
工
事
が
行
わ

れ
て
い
る
加
悦
奥
川
の
歴
史
を

少
し
紐
解
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
加
悦
区
有
文
書
に
「
加
悦
奥

川
改
修
実
測
平
面
図
」（
以
下
、

「
改
修
図
」）が
あ
り
ま
す
。「
改

修
図
」
を
み
る
と
、
川
が
今
よ

り
も
大
き
く
蛇
行
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
だ
け

蛇
行
し
て
い
る
と
、
洪
水
を
た

び
た
び
起
こ
し
た
こ
と
で
し
ょ

う
。「
改
修
図
」
に
は
「
新
加

悦
奥
川
」
の
付
け
替
え
計
画
線

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

■
計
画
と
工
事
の
年
代　

「
改
修
図
」
に
は
製
作
年
代
が

書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
他

の
資
料
か
ら
推
察
す
る
と
、
加

悦
町
議
会
議
事
録
の
明
治
45

（
１
９
１
２
）
年
度
議

案
第
14
号
「
加
悦
奥
川

改
修
」
に
改
修
計
画
が

あ
り
ま
す
の
で
、「
改

修
図
」
の
作
成
年
代

は
、
明
治
45
年
（
大
正

元
年
）
の
可
能
性
が
高

い
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
同
大
正
14
年
議
事

録
に
は
、
河
川
改
修
長

２
０
０
間
、
川
底
４

加悦奥川改修実測平面図
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「
第
３
回
　
与
謝
蕪
村
顕
彰
　
与
謝
野
町
俳
句
大
会
」
の
事
前
投
句
入
賞
作
品

「
第
３
回
　
平
成
Ｂ
ｕ
ｓ
ｏ
ｎ
俳
句
大
賞
」
入
賞
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

【
自
由
題
の
部
】

　
三
句
一
組
で
俳
句
を
募
集
し
、
２
９
２
３

句
が
集
ま
り
ま
し
た
。
選
者
の
稲い

な
畑は
た
廣こ
う
太た

郎ろ
う

先
生
の
選
に
よ
る
入
賞
７
句
で
す
。

●
与
謝
野
町
俳
句
大
賞

　
　
太
陽
の
真
つ
正
面
に
裸
の
子

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
林　
正
則（
北
海
道
）

●
京
都
府
知
事
賞 

 

　
　
帰き

省せ
い

子し

の
連
れ
来き

し
町
の
匂
ひ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
寅
屋　
照
夫（
兵
庫
県
）

●
与
謝
野
町
長
賞

　
　
を
さ
な
ご
が
少
年
に
な
る
夏
休
み

　
　
　
　
　
　
　
　
井
上　
　
實（
京
都
府
）

●
与
謝
野
町
議
会
議
長
賞

　
　
初は

つ
蝉ぜ
み

や
蕪
村
の
墓
に
触ふ

る
る
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　
林　
　
尉
江（
愛
知
県
）

●
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

　
　
雲
海
の
揺
れ
つ
ゝ
里
を
抱
き
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
豊
田　
耕
造（
愛
媛
県
）

●
与
謝
野
町
文
化
協
会
会
長
賞

　
　
大
花
火
音
飛
び
出
し
て
腹
に
落
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
芝
井　
和
花（
京
都
府
）

●
稲
畑
廣
太
郎
賞

　
　
朝あ

さ

曇ぐ
も
り
今
日
定
年
の
夫つ
ま
送
る

　
　
　
　
　
　
　
　
浅
野　
素
女（
愛
知
県
）

【
前
書
俳
句
の
部
】

　
俳
句
の
背
景
を
書
い
た
20
字
以
内
の
文
章

（
前
書
）
と
と
も
に
、
俳
句
を
選
考
す
る
も

の
で
、８
０
０
句
の
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
選
者
の
茨

い
ば
ら

木き

和か
ず

生お

先
生
、
大お
お

石い
し

悦え
つ

子こ

先
生

の
選
に
よ
る
入
賞
３
句
で
す
。

●
与
謝
野
町
俳
句
大
賞 

 

　
　
練
習
船
時
代
の
三
橋
敏
雄
を

　
　
知
り
居
れ
ば

　
海
の
日
の
夢
に
三み

つ
橋は
し
敏と
し
雄お

か
な

　
　
　
　
　
　
た
な
か　
し
ら
ほ（
兵
庫
県
）

●
茨
木
和
生
賞

　
　
十
五
年
ぶ
り
の
白
馬
岳
登
山

　
期
待
た
が
は
ず
駒こ

ま
草く
さ

も
円え
ん

虹こ
う

も

　
　
　
　
　
　
　
　
堀　
　
瞳
子（
兵
庫
県
）

●
大
石
悦
子
賞

　
　
西せ

い
湖こ

　
蘇そ

堤て
い

を
の
ぞ
む

　
荷は

す
飲の
み
の
眼ま
な
こに
雲
の
あ
そ
ぶ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
山
内　
利
男（
京
都
府
）

　
自
由
題
、
前
書
俳
句
と
あ
わ
せ
て
、
海
外

を
含
め
、
全
国
各
地
か
ら
９
８
８
名
の
方
に

ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
与
謝
野
町
内
の
小
・
中
・
高
等
学
校
で
実

施
し
て
い
る
俳
句
教
室
の
成
果
発
表
の
場

と
し
て
、
町
内
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に

一
人
１
句
で
俳
句
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

１
３
４
３
句
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
俳
句
教
室
の
講
師
を
務
め
て
い
た
だ
い
て

い
る
４
人
の
選
者
に
よ
る
入
賞
９
句
で
す
。

●
平
成
Ｂ
ｕ
ｓ
ｏ
ｎ
大
賞

　
　
大
空
へ
一
直
線
の
大
夏
木

　
　
　
　
三
田　
　
暁（
加
悦
中
学
校
二
年
）

●
与
謝
野
町
長
賞

　
　
く
わ
が
た
を
つ
か
ま
え
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
よ
い
で
す

　
　
　
　
深
田
実
乃
莉（
市
場
小
学
校
一
年
）

●
与
謝
野
町
議
会
議
長
賞

　
　
夕
焼
け
が
ペ
ダ
ル
こ
ぐ
足

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
止
め
さ
せ
る

　
　
　
　
藤
田　
美
紀（
加
悦
谷
高
校
三
年
）

●
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

　
　
大
江
山
雲
を
つ
ら
ぬ
き
夏
に
立
つ

　
　
　
　
木
戸　
雄
介（
加
悦
小
学
校
五
年
）

●
与
謝
野
町
文
化
協
会
会
長
賞

　
　
ヒ
マ
ワ
リ
が
た
く
さ
ん
咲
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
晴
れ

　
　
　
　
吉
田　
龍
平（
市
場
小
学
校
六
年
）

●
天
野
逸
風
子
賞

　
　
空
の
青
入
道
雲
で
も
よ
う
が
え

　
　
　
　
西
田　
海
人（
与
謝
小
学
校
六
年
）

●
白
数
宏
子
賞

　
　
火
の
よ
う
に
ゆ
れ
る
金
魚
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
び
れ
か
な

　
　
　
　
堀
口　
　
萌（
橋
立
中
学
校
一
年
）

●
千
賀
壱
郎
賞

　
　
あ
ま
が
え
る
あ
な
た
は
な
に
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
べ
て
る
の

　
　
　
　
堀
井　
涼
雅（
山
田
小
学
校
二
年
）

●
南
う
み
を
賞

　
　
わ
は
は
は
は
い
つ
も
口
あ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
い
の
ぼ
り

　
　
　
柴
野　
壱
成（
三
河
内
小
学
校
四
年
）

　　
「
第
３
回　

与
謝
蕪
村
顕
彰　

与
謝
野
町

俳
句
大
会
」
な
ら
び
に
「
第
３
回　
平
成
Ｂ

ｕ
ｓ
ｏ
ｎ
俳
句
大
賞
」
の
こ
れ
ら
の
入
賞
作

品
は
、11
月
30
日
の
俳
句
大
会
で
発
表
さ
れ
、

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
入
賞
者
の
み
な
さ
ま
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
な
お
、
俳
句
大
会
当
日
の
様
子
は
１
月
号

で
紹
介
の
予
定
で
す
。

■
第
３
回　
与
謝
蕪
村
顕
彰
与
謝
野
町
俳
句
大
会

■
第
３
回　
平
成
Ｂ
ｕ
ｓ
ｏ
ｎ
俳
句
大
賞

●与謝野町俳句大会
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ま
め
っ
こ
ま
い
ち
ゃ
ん
バ
ス

初
運
行
！

　
　
月
２
日
、
２
０
０
円
バ
ス
車
内
に

町
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ま

め
っ
こ
ま
い
ち
ゃ
ん
」
が
乗
り
込
み
ま

し
た
。
こ
の
日
道
の
駅
一
帯
で
同
時
開

催
さ
れ
た
３
イ
ベ
ン
ト
「
滝
・
金
屋
命

の
里 

大
感
謝
祭
」「
り
ん
ご
祭
」「
Ｓ

Ｌ
広
場
周
年
祭
」
へ
向
か
う
バ
ス
に
、

岩
滝
バ
ス
停
か
ら
Ｓ
Ｌ
広
場
西
バ
ス
停

ま
で
乗
車
し
、
一
緒
に
乗
り
合
わ
せ
た

子
ど
も
た
ち
や
お
年
寄
り
は
大
喜
び
。

ま
め
っ
こ
ま
い
ち
ゃ
ん
と
握
手
や
記
念

撮
影
を
し
て
イ
ベ
ン
ト
会
場
ま
で
の
バ

ス
の
旅
を
楽
し
み
ま
し
た
。
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●公共交通ＴＯＰＣＳ

■阿蘇海の環境改善を訴える力作が勢ぞろい
第７回阿蘇海環境改善ポスターコンクール

阿
蘇
海
を
き
れ
い
に

　
阿
蘇
海
の
水
質
汚
濁
が
深

刻
化
し
て
い
る
今
、
京
都
府
、

関
係
市
町
村
、
地
域
住
民
が

協
働
し
て
環
境
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
そ
の
啓
発
の
一
環
と
し
て
、

与
謝
野
町
内
の
小
学
校
児
童

の
皆
さ
ん
か
ら
阿
蘇
海
や
近

隣
河
川
の
環
境
改
善
を
推
進

す
る
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
町
内
全

小
学
校
か
ら
２
３
０
人
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
入
選
作
品

22
点
が
決
定
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
作
品
は
啓
発
カ
レ
ン

ダ
ー
に
し
て
全
戸
配
布
す
る

予
定
で
す
。
入
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
　
　
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

【
町
長
賞
】

矢
野　
芹
凪（
岩
滝
小
５
年
）

【
教
育
長
賞
】 

矢
谷　
柚
華（
山
田
小
４
年
）

【
入　
選
】

木
谷　
理
乃（
岩
滝
小
５
年
）

佐
藤
光
奈
乃（
岩
滝
小
５
年
）

小
林　
里
瀬（
加
悦
小
４
年
）

田
中　
利
樹（
加
悦
小
４
年
）

森
垣　
萌
生（
加
悦
小
４
年
）

安
田　
淳
起（
与
謝
小
５
年
）

砂
後　
佑
月（
与
謝
小
４
年
）

渋
谷　
宇
汰（
与
謝
小
４
年
）

谷
原　
圭
悟（
与
謝
小
４
年
）

伴
海　
遥
花（
三
河
内
小
４
年
）

小
　
杏
実（
市
場
小
４
年
）

三
野　
愛
美（
岩
屋
小
４
年
）

故
金　
秀
哉（
山
田
小
４
年
）

白
数　
　
想（
山
田
小
４
年
）

池
田　
朱
里（
石
川
小
６
年
） 

一
色　
　
祥（
石
川
小
６
年
）

河
邉　
飛
雅（
石
川
小
６
年
）

河
邉　
舞
依（
石
川
小
６
年
）

中
　
柊
介（
石
川
小
６
年
）

山
﨑　
麻
央（
石
川
小
６
年
） 

教育長賞の矢谷さんの作品 町長賞の矢野さんの作品
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現行コース 変更後コース

スイーツコース 福知山 10:22 発 ⇒ 天橋立  11:44 着 福知山 10:22 発 ⇒ 天橋立 11:30 着

ランチコース 天橋立 12:25 発 ⇒ 豊   岡  14:54 着 天橋立 12:07 発 ⇒ 西舞鶴 14:28 着

地酒コース

（途中下車可能駅）

豊  岡 17:14 発 ⇒ 西舞鶴  19:07 着

（天橋立）

西舞鶴 15:36 発 ⇒ 豊  岡 18:15 着

（天橋立、網野、木津温泉、久美浜）

丹後くろまつ号の
運行ルートが変わりました！
　冬の間、より多くの方にご利用いただけるよう、丹後く
ろまつ号の運行ルートと時刻が変更になっています。特に
地酒コースでは途中下車可能駅が増え、柔軟な旅程を楽し
んでいただけます。ぜひ、ご利用ください。
●変更期間　12 月 5 日～平成 27 年３月末（予定）
●変更内容   下表のとおり

各コースの料金、申し込み方法については変更ありません。詳しくは KTR（☎ 25-2323）までお問い合わせください。

丹
後
く
ろ
ま
つ
号

右／バス車内でま
めっこまいちゃん
と記念撮影（停車
中）

左／子どもたち
だけでなく大人
にも好評でした



行政から民間主導のにぎわい醸成へ

まちの 話題 お届けします

●滝・金屋　命の里大感謝祭

３つのイベントが同時開催！
　11 月２日、道の駅シルクのまちかや周辺で、「滝・
金屋 命の里 秋の大感謝祭」が開催されました。「り
んご祭」「ＳＬ広場周年祭」「道の駅周年祭」として開
催していたものを１つのイベントとしての開催となり
ます。
　ＳＬ広場での加悦鉄道再現列車乗車会や道の駅シル
クのまちかやでのフリーマーケット、（有）誠武農園、
リフレかやの里による農産加工品などの即売会、喫茶
あっぷるふぁーむ駐車場では「りんご祭」として、バ
ザーや千本づき、ステージイベントなどが行われまし
た。また、与謝野町のマスコットキャラクター「まめっ
こまいちゃん」が岩滝からバスで会場入りして、イベ
ントを盛り上げました。

さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
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●出前講座「災害を学ぼう」　　

防災意識を高めました！
　10 月 29 日に与謝小学校 4 年生を、11 月 20 日には、
三河内小学校 3 年生を対象に、京都府丹後土木事務
所職員による出前講座「災害を学ぼう」が実施されま
した。
　台風 16 号による被害の状況などを当時の状況をビ
デオで振り返り、自分たちが生まれた年におこった災
害を学びました。
　また、危険な箇所、災害から身を守る方法、普段か
ら備えることなどについて学んだ児童たち。
　最後に防災クイズも行われ。講座で学んだことを思
い出し、答えていました。

防
災
ク
イ
ズ
で
勢
い
よ
く
挙
手
す
る
児
童
た
ち

（
与
謝
小
）

● 2014　京都Ｘキャンプ秋の活動

遊びをとおして地域を元気に
　関西の大学に通う大学生が、地域の方と共に活動を
行う京都Ｘキャンプのために、夏に引き続き秋も来町
し、さまざまな活動に参加して地域を元気にしました。
  10 月 26 日、子どもＸキャンプが与謝小学校で開催
されました。この日を楽しみにしていた与謝小児童の
他、愛護会・大学生約 90 名が参加し、“昔の遊び” を
みんなで覚えて、現代風にアレンジするゲームが行わ
れました。
  また、11 月１日には、大型手形スタンプ作成に指
導者として参加しました。当日は加悦保育園の園児や
加悦小学校の児童など約 40 名が参加し、巨大な大江
山の手形スタンプが完成しました。

昔
の
遊
び
を
覚
え
て
、
み
ん
な
で
　

楽
し
み
ま
し
た

●人権の花運動　球根贈呈式・植え付け式　　

人権の花を植えました
　10 月 22 日、丹後・中丹人権啓発活動ネットワーク
協議会から加悦小学校の１、２年生の児童に、水仙の
球根が贈呈されました。
　与謝野町人権擁護委員の方々によるパペット人形の
寸劇で、人権に関するお話と人権ＳＯＳミニレター（先
生や親にも相談できない子どもの悩みを人権擁護委員
に伝え問題解決に当たるもの）の紹介がされた後、自
分の植木鉢へそれぞれていねいに球根の植え付けを
行った児童たち。
　この「人権の花」運動は、子どもたちが相互に協力
し合って花を栽培することをとおして、子どもたちに
命の大切さや相手への思いやりなどの人権感覚を身に
つけてもらうことを目的として取り組まれています。

人
権
擁
護
委
員
の
説
明
を
受

け
、
球
根
を
植
え
る
加
悦
小
児

童
た
ち
（
開
花
は
２
～
３
月
）

●与謝野町男女共同参画啓発講座

脳のつくりや働きから
男女の意識・行動の違いを学ぶ
　男女共同参画社会の実現を目指し、与謝野町男女共
同参画啓発講座が 10 月 18 日に知遊館で行われました。
　川崎医療福祉大学教授の保

ほ
野
の

孝
たか

弘
ひろ

さんが、『あなた
のことがわからない！男と女のすれ違い～「わかろう」
から「認める」へ～』をテーマに講演。
　「女性の会話は、話題が次々変わる？」「男性は何か
に集中すると話を聞いてくれない？」などの身近な疑
問に対し、脳科学の視点から、男性と女性の意識や行
動について講義を受けました。
　脳のしくみや働きの違いにより、女性と男性にはそ
れぞれ得意な分野があると考えられていて、「どうし
てこうなるの？」と考えるより、「そういう考え方も
あるね」とお互いを認め合うことで、より良い関係が
保てると学び参加者は真剣な表情で耳を傾けていまし
た。

ク
イ
ズ
や
歌
を
お
り
ま
ぜ
な
が
ら
、
わ
か

り
や
す
く
楽
し
い
講
義

●与謝野町青少年育成会街頭啓発活動　

青少年の健全育成を呼びかけました
　11 月の「子ども・若者育成支援強調月間」を前に
した 10 月 26 日に、町内３カ所で与謝野町青少年育
成会による街頭啓発活動が行われました。
　「大人が変われば、子どもも変わる」を合言葉に、
啓発物品等を配布し、子どもたちの健全育成を呼びか
けました。また、最近の問題事象で急増しているイン
ターネットトラブルについても、新たにのぼり旗を作
成し、広く防止を訴えました。

フ
レ
ッ
シ
ュ
バ
ザ
ー
ル
前
で
の
啓
発
活
動

阿蘇ベイエリア活性化イベントプロジェクト会

議の皆さん／右上から時計回りでクアハウス岩

滝支配人下牧勇治さん、橋立ベイホテル支配人

寺立浩人さん、らーめん跳満オーナー橋田友博

さん、お菓子の館はしだて店長黒田憲一さん

●阿蘇ベイエリア周遊イベント “茉
まち

”

阿蘇シーサイドパークの活用
　夏のひまわりフェスティバルが民
間活力により開催されたのと同様に、
本年度から YOSANO オータムフェ
スティバル（与謝野町産業祭）を廃
止し、民間の発想と活力で岩滝地域
の新たなイベントとして生まれ変わ
りました。
　若いメンバーを中心に、阿蘇ベイ
エリア活性化イベントプロジェクト
会議（委員長：下

しも
牧
まき

勇
ゆう

治
じ

さん）を立
上げ、阿蘇シーサイドパークを中心

まちの 話題 ワイド
地域の観光資源再発掘

か」と考えたからといいます。
　7 月から会議を重ね、11 月 16 日
には阿蘇シーサイドパークを会場に、

「阿蘇ベイエリア周遊イベント “茉”」
が開催されました。
　会場では、ダンスパフォーマンス、
フリーマーケットなどの催しや、メ
インの岩滝地域を周遊する「ひと・
まち・フォトロゲイニング」では、
地域の魅力を再発見するなど、盛り
上がりを見せました。
　今後の展開として、「町外の方も

呼べるよう阿蘇シーサイドパークを
活用したい」と委員の皆さんは口を
揃えました。また「今回のイベント
で、課題・問題点も知ることができ、
次に活かせる」とも振り返り、今後
の阿蘇ベイエリア活性化イベントプ
ロジェクト会議の皆さんの活躍に期
待が高まります。

に、岩滝地域の観光資源の再発掘
や、企業や事業者、住民の交流を
深めるため、イベント開催に向け
夏から活動を続けてきました。
　プロジェクト会議委員長の下牧
さんは、活動のきっかけを「阿蘇
シーサイドパークを活用し、地域
住民の人たちと交流がもてない

にぎわいを見せたフリーマーケット
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育
）
の
充
実
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
子
育

て
家
庭
の
経
済
事
情
は
厳

し
く
、
全
国
的
に
育
児
や

教
育
に
か
か
る
費
用
が
過

多
で
あ
る
こ
と
が
少
子
化

に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
も

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
町
で
は
各
種

手
当
や
医
療
費
助
成
を
は

じ
め
、
ひ
と
り
親
家
庭
、

障
害
の
あ
る
子
ど
も
へ
の

対
応
な
ど
、
状
況
に
応
じ

た
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
進

め
て
い
ま
す
。

私
た
ち
住
民
の
取
り
組
み

～
男
女
共
同
参
画
計
画

　
　
　

<

後
期
施
策>

～

・
男
性
も
育
児
に
積
極
的

に
な
ろ
う
。

・
子
ど
も
と
過
ご
す
時
間

を
増
や
そ
う
。

・
町
や
町
内
の
団
体
、
グ

ル
ー
プ
が
開
催
す
る
子
育

て
教
室
や
講
演
会
に
参
加

し
よ
う
。

・
お
互
い
に
子
ど
も
を
預

か
る
な
ど
の
取
り
組
み
が

で
き
る
つ
な
が
り
の
強
い

地
域
を
つ
く
ろ
う
。

問 企画財政課 ☎ 46-3084シリーズ⑦ 　すすめよう！男女共同参画

子
育
て
支
援

　
育
児
に
つ
い
て
は
、
少

子
高
齢
化
や
核
家
族
化
が

進
む
中
、
地
域
や
社
会
全

体
で
支
援
す
る
考
え
が
重

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
家

庭
に
お
い
て
、
誰
か
ひ
と

り
に
育
児
の
負
担
が
か
た

よ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
な

役
割
分
担
も
大
切
と
言
え

ま
す
。

　
与
謝
野
町
で
は
、
男
女

と
も
働
き
な
が
ら
安
心
し

て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、

町
立
保
育
所
等
の
通
常
保

育
に
加
え
、時
間
外
保
育
・

早
朝
保
育
・
乳
児
保
育
・

一
時
保
育
を
実
施
し
、
多

様
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

努
め
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ

か
に
も
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
や
子
育
て
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
を
開
所
し
、

保
育
所
等
に
入
所
し
て
い

な
い
就
学
前
児
童
と
そ
の

保
護
者
を
対
象
に
、
子
育

て
の
悩
み
相
談
や
子
育
て

サ
ー
ク
ル
の
育
成
支
援
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
小
学
生
対
象
の
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
（
学
童
保

「みんなで支え合う子育て支援」

※３　基礎控除後の「総所得金額等」を世帯で合算した額

　
平
成
27
年
１
月
診
療
分
か
ら

制
度
改
正
に
よ
り
70
歳
未
満
の

方
の
自
己
負
担
限
度
額
が
次
の

表
の
よ
う
に
３
区
分
か
ら
５
区

分
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
26
年
８
月
以
降

に
限
度
額
適
用
認
定
証
等
の
交

付
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
限
度

額
適
用
認
定
証
の
有
効
期
限
が

「
平
成
26
年
12
月
31
日
」と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
年
内
に
郵
送

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、

70
歳
以
上
の
方
の
自
己
負
担
限

度
額
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

所得区分 ３回目まで ４回目以降
（※２） 表記

一般世帯

80,100円＋
医療費267,000円
を超えた場合は、そ
の超えた分の１％

44,000 円 Ｂ

上位所得者
（※１）世帯

150,000円＋
医療費500,000円
を超えた場合は

その超えた分の１％

83,400 円 Ａ

住民税
非課税世帯 35,400 円 24,600 円 Ｃ

所得区分（※３） ３回目まで ４回目以降
（※２） 表記

一
般
世
帯

総所得金額等が
210 万円を超え
600 万円以下

80,100円＋
医療費267,000円を
超えた場合は、その

超えた分の１％

44,000 円 ウ

総所得金額等が 210
万円以下（住民税
非課税世帯を除く）

57,600 円 44,000 円 エ

上
位
所
得
者
世
帯

総所得金額等が
901 万円を超える

252,600 円＋
医療費 842,000 円

を超えた場合は、そ
の超えた分の１％

140,100 円 ア

総所得金額等が
600 万円を超え
901 万円以下

167,400 円＋
医療費 558,000 円

を超えた場合は、そ
の超えた分の１％

93,000 円 イ

住民税非課税世帯 35,400 円 24,600 円 オ

※１　国民健康保険税の算定の基礎となる基礎控

除後の「総所得金額等」が 600 万円を超え

る世帯。所得の申告がない場合も上位所得

とみなされます。

※２　過去 12 ヵ月間に同じ世帯で高額療養費の

支給または適用が４回以上あった場合、４

回目以降の限度額が変更になります。

●平成 26 年 12 月診療分まで ●平成 27 年１月診療分から

問 保健課 ☎ 43-1514

高額療養費にかかる自己負担限度額変更のお知らせ
国民健康保険から

 

問 税務課 ☎ 44-2084

個人住民税の特別徴収の実施をお願いします
京都府と府内全市町村では、個人住民税の特別徴収を推進しています

正
な
特
別
徴
収
の
実
施

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
メ
リ
ッ
ト

　
個
人
住
民
税
の
税
額

計
算
は
市
町
村
が
行
い

ま
す
の
で
、
所
得
税
の

よ
う
に
事
業
主
の
方
が

税
額
の
計
算
や
年
末
調

整
を
す
る
手
間
が
か
か

り
ま
せ
ん
。
従
業
員
の

方
は
、
金
融
機
関
に
出

向
い
て
納
税
す
る
手
間

が
省
け
、
納
付
忘
れ
等

の
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
年
税
額
を
12
回
に
分

け
て
支
払
う
た
め
、
納

期
が
年
４
回
で
あ
る
普

通
徴
収
よ
り
１
回
あ
た

り
の
負
担
額
が
少
な
く

な
り
ま
す
。

■
手
続
き
は
簡
単

　
毎
年
１
月
31
日
（
１

月
31
日
が
土
・
日
曜
日

の
場
合
は
２
月
第
１
月

曜
日
が
期
限
）
ま
で
に

提
出
し
て
い
た
だ
く
際

に
給
与
支
払
報
告
書
の

総
括
表
等
に
「
特
別
徴

収
」
す
る
旨
を
記
載
す

る
こ
と
で
、
次
年
度
か

ら
特
別
徴
収
に
切
り
替

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

   

個
人
住
民
税
（
町
民

税
お
よ
び
府
民
税
）
は
、

納
税
義
務
者
の
１
月
１

日
現
在
の
住
所
地
の
市

町
村
に
納
付
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
特
別
徴
収
と
は
、
給

与
支
払
者
が
所
得
税
の

源
泉
徴
収
と
同
じ
よ
う

に
、
毎
月
の
給
与
か
ら

従
業
員
等
の
個
人
住
民

税
を
差
し
引
い
て
、
市

町
村
に
納
入
し
て
い
た

だ
く
制
度
で
す
。

　
法
令
の
規
定
に
よ
り
、

原
則
、
所
得
税
の
源
泉

徴
収
義
務
が
あ
る
給
与

支
払
者
に
は
特
別
徴
収

義
務
者
と
し
て
、
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
、
役

員
等
を
含
む
す
べ
て
の

従
業
員
等
の
個
人
住
民

税
を
特
別
徴
収
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
（
事

業
主
や
従
業
員
等
の
意

思
に
よ
る
徴
収
方
法
の

選
択
は
で
き
ま
せ
ん
）。

　
個
人
住
民
税
の
特
別

徴
収
を
実
施
さ
れ
て
い

な
い
給
与
支
払
者
の
方

は
、
法
令
に
基
づ
く
適

 

問 総務課 ☎ 46-3003

政治家の寄附、有権者が求めることも禁止されています
選挙管理委員会より

　
年
末
年
始
は
何
か
と
贈
り
物

や
お
祝
い
事
を
す
る
機
会
の
多

い
シ
ー
ズ
ン
で
す
が
、
政
治
家

が
選
挙
区
内
の
人
に
、
お
金
や

物
を
贈
る
こ
と
は
公
職
選
挙
法

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

有
権
者
が
政
治
家
に
寄
附
や
贈

り
物
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
次
の
①
か
ら
④
ま
で
お
よ
び

⑥
の
項
目
に
よ
っ
て
処
罰
さ
れ

る
と
、
公
民
権
停
止
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

①
政
治
家
の
寄
附
の
禁
止

　
政
治
家
が
選
挙
区
内
に
あ
る

者
に
対
し
て
寄
附
を
す
る
こ
と

は
、
そ
の
時
期
や
名
義
の
い
か

ん
に
関
わ
ら
ず
、
罰
則
を
も
っ

て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

政
治
家
以
外
の
者
が
政
治
家
名

義
の
寄
附
を
す
る
こ
と
も
罰
則

を
も
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
政
治
家
に
対
す
る

　
寄
附
の
勧
誘
・
要
求
の
禁
止

　
政
治
家
に
対
し
て
寄
附
を
す

る
よ
う
勧
誘
や
要
求
を
す
る
こ

と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
政
治
家
の
関
係
団
体
の

　
寄
附
の
禁
止

　
政
治
家
が
役
職
員
や
構
成
員

で
あ
る
団
体
や
会
社
が
、
選
挙

区
内
に
あ
る
者
に
対
し
て
、
政

治
家
の
氏
名
を
表
示
し
た
り
、

氏
名
が
類
推
さ
れ
る
よ
う
な
方

法
で
寄
附
を
す
る
こ
と
は
禁
止

さ
れ
て
お
り
、
選
挙
に
関
し
て

寄
附
を
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

④
後
援
団
体
の
寄
附
の
禁
止

　
後
援
団
体
が
、
選
挙
区
内
に

あ
る
者
に
対
し
て
、
花
輪
・
供

花
・
香
典
・
祝
儀
等
を
出
し
た

り
、
後
援
団
体
の
設
立
目
的
に

よ
り
行
わ
れ
る
行
事
や
事
業
に

関
す
る
寄
附
以
外
の
寄
附
を
す

る
と
、
処
罰
さ
れ
ま
す
。

⑤
年
賀
状
等
の

   

あ
い
さ
つ
状
の
禁
止

　
政
治
家
は
、
選
挙
区
内
に
あ

る
者
に
対
し
て
、
答
礼
の
た
め

の
自
筆
に
よ
る
も
の
を
除
き
、

時
候
の
あ
い
さ
つ
状
を
出
す
こ

と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑥
あ
い
さ
つ
を
目
的
と

　
す
る
有
料
広
告
の
禁
止

　
政
治
家
や
後
援
団
体
が
、
選

挙
区
内
に
あ
る
者
に
対
し
て
、

主
と
し
て
あ
い
さ
つ
を
目
的
す

る
有
料
の
広
告
を
新
聞・
雑
誌・

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
に
出
す
と
処
罰
さ
れ

ま
す
。
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す

る
有
料
広
告
を
求
め
る
こ
と
も

禁
止
さ
れ
て
お
り
、
威
迫
し
て

求
め
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

●第 30 回京都府小学生陸上競技選手権大会 800 ｍ　男子の部　優勝

数々の大会記録を更新！　
　第 30 回京都府小学生陸上競技選手権大会 800m 男子の部で 2 分 19 秒という素晴らしい
記録を出し、見事優勝を果たした小

こ
牧
まき

波
は

亜
あ

斗
と

君（明石）。
　予選大会では、２分 21 秒の大会記録で優勝するなど、そのほかにも数々の大会記録を更
新し、この 10 月に行われた、第 7 回与謝野町駅伝競走大会でも２年連続の１区区間新記録
を獲得しました。
　学校が終わったら毎日走り、「走ることが大好きで、陸上競技の魅力は活躍するとメダル
やトロフィーがもらえること」と競技の魅力を話してくれました。

　また、「中学校では、野球と陸上を頑張りたい」と決意し、今後の小牧君の活躍に注目です。

小牧波亜斗君（こまき はあと）

桑飼小学校６年生

加悦陸上教室に所属し、多く

の大会で大会記録を更新する

など大活躍。

功績・功労をたたえて●瑞宝単光章
糸井節子さん　

　糸
いと

井
い

節
せつ

子
こ

さん（四辻）は、労働力調査、毎月勤労統計調査、商業
統計調査、工業統計調査および国勢調査など、67 回にわたり統計
調査員として従事され、適正かつ正確な統計調査の遂行にご尽力さ
れました。
　その永きにわたる各種統計調査員としての活動による多大な功
績・貢献が認められ、今回の受章にいたりました。端宝単光章を受章された糸井節子さん



まちのうごき
平成 26 年 10 月末現在

人　口 23,355 人（ー 16）

　男　 11,119 人（ ＋  ５）

　女　 12,236 人（ー 21）

世帯数 9,162 戸（＋  ２）
※括弧内は前月比
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与謝野町役場 
　☎ 46-3001（代表）

岩滝地域振興課
　☎ 46-3002
総務課
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　☎ 46-3004（消防安全係） 
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建設課
　☎ 46-3267
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加悦庁舎 
　☎ 43-1511（代表）

加悦地域振興課
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福祉課
　☎ 43-1513
保健課
　☎ 43-1514
農林課
　☎ 43-2191
議会事務局
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教育委員会 教育総務課
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教育委員会 教育推進課
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お
悔
や
み

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています
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訂正とお詫び
 『広報よさの 11 月号』（№ 105）
において内容に誤りがありました。
以下のとおり訂正してお詫びいた
します。（下線部が訂正箇所）
■ P20
 おめでとうございます
 【明石】
 市田　穂花
■ P22
第７回与謝野町駅伝競走大会 
区間賞４区

 久泉　晴香（三河内）

※この欄で紹介する出生とお悔やみは、10 月 16 日から 11 月 15 日までの届け出分です。また、役場窓口で届出の際に希望された方のみを掲載しています。

入札日 工事名 場所 業者数 落札業者名 予定価格
（千円 / 税抜）

最低制限
価格

落札金額
（千円 / 税抜）

落札率
（％） 工事期間

10/ ６ 町営大藪団地 29・30 号
解体工事 三河内 ４者 安井瓦工業 1,340 1,206 1,206 90.0 H26/10/10

～ 11/28

10/ ６ 千原線側溝整備工事 岩滝 ４者 ㈱井田建設 1,560 1,343 1,343 86.0 H26/10/11
～ 12/19

10/ ６ 平和通１号線側溝蓋改良工事 弓木 ３者 ㈱井田建設 1,945 1,678 1,678 86.2 H26/10/11
～ 12/26

10/ ６ 野田川本線側溝改良
（その３）工事 三河内 ３者 ㈱井田建設 3,043 2,628 2,628 86.3 H26/10/11

～ H27/1/30

10/ ６ 与謝川河川災害復旧工事
（25 災 3303） 与謝 ２者 ㈱井田建設 3,541 3,054 3,054 86.2 H26/10/11

～ H27/1/16

10/ ６ 統合簡水与謝簡易水道後野
地区配水管新設工事 後野 ８者 足立石油㈱ 4,128 3,606 3,606 87.3 H26/10/15

～ H27/2/27

10/ ６ 統合簡水加悦上水道温江
配水管布設（その１）工事 温江 ８者 ㈱山添電気 31,028 27,310 27,310 88.0 H26/10/17

～ H27/2/27

10/ ６ 災害に強い森づくり事業
治山工事 三河内 ３者 砂後建設㈱ 29,283 25,433 25,433 86.8 H26/10/17

～ H27/3/27

10/ ６ 下水道関連舗装本復旧③工事 男山他 ３者 金下建設㈱ 1,528 1,308 1,308 85.6 H26/10/17
～ 11/10

10/ ６ 寺田線（２工区）舗装修繕工事 明石 ４者 金下建設㈱ 8,599 7,419 7,419 86.2 H26/10/17
～ 11/28

10/ ６ 三河内明石線舗装修繕
（その２）工事 三河内他 ４者 金下建設㈱ 10,115 8,730 8,730 86.3 H26/10/17

～ 11/28

10/ ６ 下水道関連舗装本復旧②工事 石川他 ４者 金下建設㈱ 13,788 11,902 11,902 86.3 H26/10/17
～ 11/28

10/ ６ クアハウス岩滝改修工事
基本設計業務委託 岩滝 ４者 ㈱中村設計北京都

設計室 2,990 - 2,580 86.2 H26/10/ ９
～ H27/3/31

10/ ６ 防犯灯 LED 化工事（岩滝地域） 岩滝他 ４者 ㈱山田電気商会 3,139 2,751 2,751 87.6 H26/10/10
～ 12/15

10/ ６ 防犯灯 LED 化工事（野田川地域） 下山田他 ５者 ㈱山添電気 3,144 2,755 2,755 87.6 H26/10/17
～ 12/15

10/ ６ 防犯灯 LED 化工事（加悦地域） 滝他 ６者 ㈱橋本電気商会 3,147 2,758 2,758 87.6 H26/10/15
～ 12/15

10/ ６ ゾブ川支線②水路改良
（その３）工事 三河内 ８者 ㈱山添電気 5,632 4,823 4,823 85.6 H26/10/17

～ 12/12

10/ ６ 有蓋 40 ㎥級防火水槽新設工事
（加悦奥地区） 加悦奥 ７者 安田産業㈱ 8,210 7,273 7,273 88.5 H26/10/17

～ 12/26

10/ ６ 有蓋 40 ㎥級防火水槽新設工事
（四辻地区） 四辻 ６者 ㈱アイフル 8,786 7,771 7,771 88.4 H26/10/15

～ 12/26

 10   月入札結果 問 総務課 ☎ 46-3003

交通安全に取り組んでいます！
問 総務課 ☎ 46-3004

■
第
２
回
親
子
交
通
教
室

　
与
謝
野
町
交
通
安
全
対

策
委
員
会
で
は
幼
児
の
交

通
安
全
教
育
に
重
点
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
取
り
組
み
の
中
で
、
9

～
11
月
に
か
け
て
各
幼
稚

園
・
各
保
育
所（
園
）で
第

2
回
親
子
交
通
教
室
を
実

施
し
ま
し
た
。
保
護
者
会

等
と
連
携
し
て
、
宮
津
警

察
署
の
指
導
の
も
と
、
年

間
3
～
4
回
の
交
通
教
室

を
開
催
し
ま
す
。
第
１
回

目
の
教
室
で
は
、「
歩
く・

止
ま
る
」
を
テ
ー
マ
に
、

道
路
の
歩
き
方
や
交
差
点

で
の
注
意
事
な
ど
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

第
２
回
目
は
「
信
号
・

渡
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
模

擬
信
号
を
使
用
し
て
、
信

号
を
渡
る
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。

■
年
末
の
交
通
事
故

　
防
止
府
民
運
動　

　
年
末
の
交
通
事
故
防
止

府
民
運
動(

12
月
11
日
～

12
月
31
日)

が
実
施
さ
れ

ま
す
。
委
員
会
で
は
運
動

の
一
環
と
し
て
、
広
報
車

を
利
用
し
、
町
内
広
報
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま

す
。
岩
滝
地
域
で
は
12
月

16
日
に
、
加
悦
地
域
で
は

12
月
17
日
に
、
野
田
川
地

域
で
は
12
月
18
日
に
実
施

す
る
予
定
で
す
。

　
委
員
会
で
は
、
期
間
中

も
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動

を
行
い
、
交
通
事
故
の
な

い
安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

■
日
頃
の
活
動
が

　
認
め
ら
れ
ま
し
た

　
与
謝
野
町
が
京
都
府
交

通
対
策
協
議
会
交
通
安
全

功
労
等
表
彰
を
受
彰
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
行
政
や
地

域
住
民
の
方
々
と
連
携

し
、
平
成
25
年
度
中
の
交

通
事
故
者
数
を
前
年
度
に

比
べ
減
少
さ
せ
る
な
ど
、

交通安全対策委員会

交通安全教室の様子

交
通
安
全
対
策
の
推
進
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
府

内
の
市
町
村
に
対
し
て
表

彰
さ
れ
る
も
の
で
す
。
10

月
15
日
に
京
都
府
交
通
対

策
協
議
会
会
長(

山
田
知

事)

よ
り
表
彰
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
委
員
会
で

は
、
こ
れ
か
ら
も
交
通
安

全
に
関
す
る
啓
発
を
継
続

さ
せ
、
交
通
事
故
が
な
く

な
る
よ
う
努
め
ま
す
。京都府交通対策協議会交通安全

功労等表彰を受彰

ふるさと納税にご協力ください
　与謝野町では、皆様のふるさとへの思いを形にできるよう、ふるさと納
税（寄付）を募集しています。離れて暮らすご家族・ご友人にもお知らせ
ください。
　詳しくは、町ホームページをご覧ください。

問 福祉課 ☎ 43-1513

平和への祈りをこめて
与謝野町戦没者追悼式

　
第
二
次
世
界
大
戦
で

犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々

の
ご
め
い
福
と
恒
久
平

和
を
祈
る
「
与
謝
野
町

戦
没
者
追
悼
式
」
が
11

月
13
日
、
加
悦
地
域
公

民
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
式
典
に
は
、
戦
没
者

の
遺
族
な
ど
１
５
０
名

の
方
が
参
列
さ
れ
、
参

加
者
全
員
に
よ
る
黙
と

う
が
行
わ
れ
た
の
ち
、

山
添
町
長
の
式
辞
に
続

き
、
京
都
府
知
事
お
よ

び
町
議
会
議
長
が
追
悼

の
こ
と
ば
を
さ
さ
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
遺
族
代
表
の

小お

田だ

勇ゆ
う
喜き

さ
ん（
加
悦
）

が
思
い
を
込
め
た
追

悼
の
こ
と
ば
を
述
べ
ら

れ
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た

方
々
に
多
く
の
祈
り
が

さ
さ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

滞納税相談窓口
※納期を過ぎた町税の納付相談窓口

京都地方税機構 丹後地方事務所
 京丹後市役所 大宮庁舎 3 階

　☎ 0772-68-1041

今月の納期
１ /５（月）まで

固 定 資 産 税　第４期
国民健康保険税　第７期
介 護 保 険 料　第７期
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●「人口減少が進む丹後
（与謝野・宮津）でどの
ような施策を進めるべき
か」
●「丹後に住む・住んで
もらうため（Ｕターン・
Ｉターン・Ｊターン）に
は何をするべきか。また
自分は何ができますか」

　
11
月
13
日
、
京
都
府
立
宮
津
高

等
学
校
で
、「
町
長
と
の
対
話
授

業
in
宮
津
高
等
学
校
」を
開
催
し
、

生
徒
14
名
が
参
加
し
意
見
を
交
わ

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、「
人
口
減
少
が
進
む

丹
後
（
与
謝
野
・
宮
津
）
で
ど
の

よ
う
な
施
策
を
進
め
る
べ
き
か
」、

「
丹
後
に
住
む
・
住
ん
で
も
ら
う

た
め
（
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
・

Ｊ
タ
ー
ン
）
に
は
何
を
す
る
べ
き

か
。
ま
た
自
分
は
何
が
で
き
ま
す

か
」
と
い
っ
た
２
題
を
テ
ー
マ
と

し
、
３
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
意
見
を
出
し

合
っ
た
生
徒
た
ち
。

　

そ
の
中
で
生
徒
か
ら
出
た
意

見・提
案
、
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

町長との対話授業
in宮津高等学校

■町長からの講評・メッセージ
　今日議論していただいた課題２
点は、丹後の自治体それぞれが直
面し取り組んでいる大きな課題で
した。たくさんの意見を出してい
ただいて感銘を受けた。交流、子育ての面で、私
たちが今進めようとしている施策もあり、皆さん
と同じ感覚も持てていると感じうれしかった。
　高校卒業後いろいろな人に出会い、考えを吸収

しながら生きてい
くと思うけど、自
分の目標に向かっ
て 進 ん で く だ さ
い。

●空き家バンク制度　
　空き家を他の地域から移住される方に提供する
　ことで住居の費用を使わずに住んでもらう。
●この地域に誇りを持ってもらう
　祭り、行事を通して、地域を愛してもらう。
●子育てしやすい地域、
　安全な地域
●情報の発信　
　知名度が低いので丹後を他の地
　域にもっと知ってもらう。

●高齢者について　
　空き家を安く提供し、若い人たちが入ることに
　より高齢者の孤独死など防ぐことができ、安心
　して生活することができるのでは。
●子どもを生みやすい、育てやすいように子ども

の数によって補助金を交付する制
度があれば。
●産業の活用と働き口　

ちりめんなどを洋服に活用し国
内だけでなく世界に発信。

●地域の住環境の整備。
●教育機関の整備。
● 大企業の誘致により働く場を
　つくる。
●行政による子育て支援

●観光（橋立）をとおして丹後の魅力を伝え、住
　んでいただけるようにする。
●この地域でいくら頑張っても、他の地域に　　
　知ってもらわないと意味がない。そこで情報発
　信が大切になってくる。

思いつく意見を出し合いました。

●２班
江宮 淳嗣　　小林 吏央
千賀 悠希　　山口 将輝
鍵　 栄二

●１班
武田 那美　　宮田 春香
梅垣 幸平　　堀　 十槙

●３班
山本 英和　　植田 悠太郎
大下 智仁　　安田 健二
吉田 早百合

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ


